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「使える」ハイウェイ推進会議設立趣意書

高規格幹線道路及び地域高規格道路などの規格の高い道路のネッ

トワークは、国土構造の骨格を形成し、地域ブロックの自立的な発

展や地域間の交流促進を促すとともに、交通渋滞の緩和、交通事故

の減少、環境負荷の軽減、物流の効率化等に大きく寄与している。

このことから、国土交通省では、ネットワーク整備を重点的に進

めてきたところであり、高規格幹線道路を例に挙げれば、全体計画

約14,000kmのうち約60%が開通している。

しかし、わが国の高速道路はネットワークが切れていること、イ

ンターチェンジが少ないこと及び割高な料金などから使いづらいと

の不満もあり、欧米に比べてもまだまだネットワークが有効に利活

用されている状況にはない。

今後は、未整備の路線のうち真に必要なものの効率的・効果的な

整備が必要であるとともに、開通した路線の有効活用方策の展開も

重要な課題であり、効率的に「つくる」施策と有効に「使う」施策

の組み合わせにより、国民が十分に利活用できるネットワークの形

成を図ることが重要である。

本会議は、上述した使いやすいネットワークの形成を図るための

方策について提言をいただくことを目的として、開催するものであ

る。
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「使える」ハイウェイ推進会議

スケジュール案

第１回(７月２３日)
・家田委員からの「問題提起」
・「問題提起」を受けて「使え
るハイウェイの実現に向けた基
本的方向を議論
・「料金施策の基本的方向性」
について議論

第５回(年内目途)
「提言」とりまとめ

第４回
これまでの議論や、幅広くいた
だいた意見をとりまとめ事務局
より「提言案」を提示。それに
基づき検討。

第２回・第３回
第１回の問題提起を受け、各委
員及び道路に関心の深いＮＰＯ
代表等から意見を発表していた
だき、それをもとに議論。

高速道路の平均１割程
度割引の具体的内容の
検討へ反映


